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自動 車 産 業 に お け る 現 状 と方 向性

  勃 ダエンジニアtJング 第 3技 術ブ山 タ 望戸 　實

Present　and 　future　apPlications 　of 　dissimilar 　material 　joining　technoIogy

　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 in　the　automobile 　in〔lustry

lightweight 　 construction
”

コ ン セ プ トに

よ る ハ イ ブ リ ッ ド構 造 を 勧 め て い る 。

　 こ の 場 合 異 種 材 の 接 合 が 重 要 技術 と して

浮 か び 上 が っ て く る 。

1 ，は じめ に

　自動 車 技術 の 中 で 、環 境 に 優 し い 社会 と の 共 存 を目指 す た め の 省 燃 費や エ ミ ッ シ ヨ ン低

減 に 向 け 、軽 量 化 の 努 力 を 更 に 推進 す る 事 は 、現 在及 び 将 来 の 非 常 に 重 要 な 課題 で あ る 。

　軽 量 化 に よ り 、直接 的 な燃 費向 上が 図 れ る と 共 に 、自動 車 の 基 本特性 で あ る 一
走 る ・曲

が る ・止 ま る
一と い う動 特性 の 向 上 を 伴 い な が ら、パ ワ

ープ ラ ン トの 小 型 化 も可 能 と な り

、二 次 的 な 省 燃 費 効 果 も期 待 で き る 。 　 従 っ て 、自動車 用 軽 量 化 材 料
一

ア ル ミ＝ ウ ム 合金

、 マ グ ネ シ ウ ム 合 金 、プ ラ ス チ ッ ク ス 、セ ラ ミ ッ ク ス 等 が 、従 来 の 鉄 鋼 材 料 の 置 換材 と し

て 用 い られ て きた 。　
一

方 で 、自動 車材料

に は 、 リ サ イ ク ル 性 、安 全 性 、快 適 性 、低
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　　 　 　 　 図 2 は 、弊社 の オ
ール ア ル ミニ

　　 　 　 ニ ウ ム ボ デ ィ ス ポ ー
ツ カ

ーNSX

　　 　 　 と
一

般車 の 材料 の 材料構 成比 を 比

Fig．2　Comparison 　of　皿aterial 　comPosition 　ratiD

較 した もの で あ る が 、NSX も鉄

鋼材 料が 広 範に 残 っ て い る こ とが

判 る 。 　 従 っ て 異 材 接 合 で は 鉄 鋼

と ア ル ミ ニ ウ ム 合金 の 接 合 の ニ ー

ズ が 最 大 の 課 題 と い え る 。　 し か

し、現 状 は 接 合 技術 側で 充分 な プ

レ ー
ク ス ル ー

が 無 く、接 合 の 中で

も 王 道 と さ れ る 溶 接 は 余 り期待 し
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得 な い の が 現 状 で あ り、止 む を 得 ず 機 械 的締 結 や 接 着 に 頼 っ て い る 。

2 ．異 種材 料接 合 技術 の 問 題 点

　現 状 で の ア ル ミニ ウ ム 合 金 と鉄鋼 に 代 表 され る異 材 接 合 の 問 題点 は 、単 に 融 接 の 成 立 性

の み で 無 く、継 ぎ手性 能 そ の も の に あ る 。 　 図 3 の 様 な 、ク ラ ッ ドィ ン サ ー ト を 用 い れ ば

ス ポ ッ ト溶接が 可 能 で 、か な り の 強 度が 得 ら れ る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 し か し、耐 電 食 を主 体 と す る耐 食 性 の 課 題 や 、

長 い 継 ぎ手長 の 時 の 熱 膨張 差 を 如 何 に 吸 収す る か

と い う課 題 の 方 が 、実践的 課 題 と して 重 要 で あ る 。

　 従 っ て 、現 状 で は 電気的 絶 縁性 を確保 し つ つ 、

ボ ル ト締 結 、 リベ ッ テ ィ ン グ、 ク リ ン チ ン グ、接

着 等 が 用 い られ て い る 。 　 図 4 は こ の 時 の 鉄 側 に

施 す ダ ク ロ コ
ー

トい う表 面 処 理 を 示 し た も の で 、

こ れ を 用 い れ ば 電 着 塗 装 も可 能 で あ る 。

　 図 5 に こ れ を 用 い た ボ ル ト締 結 の 様 子 を 示 して

い る 。
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3 ．異種 材料接 合技術 の 現状 と方 向性

　（1） 車体 系で の 応 用

　 　　ア ル ミ ニ ウ ム ボ デ ィ で の フ ィ ッ テ ィ ン グ 類の 取 付 構 造 及 び 鉄 鋼 ボ デ ィ フ レ ーム へ の

　 　樹脂 パ ネ ル 取 付構 造等 の 応 用 例が あ る 。 　 前者 は 前述 の ダ ク ロ コ
ー

トを 施 し て 、ナ ッ

　　トを フ ロ
ーテ ィ ン グ 又 は カ シ メ に よ り取 り付 け た も の で あ る 。　 後 者 は 樹 脂 製 フ エ ン

　 　ダ ーを フ レ ーム に 取 り付 け る に 当 た り、熱 膨張 差を抑 え る ボ ル ト締結 を 選 ん だ 。

（2）パ ワ
ープ ラ ン ト系 で の 応 用

　　異 材接 合 は オ イ ル に よ り環境的 に 厳 し く無 く、か つ 軽 量 化 効果 の 高 い エ ン ジ ン の 動

　弁 系部品 に 適 用性が 高 い 。 　 考 え られ る部 品 と して 、パ ル プ 、バ ル ブ リ フ タ ー
、 カ ム

　 シ ャ フ トな ど が あ る が 、実 用 例 は 少 な い 。 　 こ れ は 、表面 改 質技術 と の 競 合 が 有 る た

　め で あ る 。 　 こ れ ら に つ き、口 頭 で 報 告す る 。

　 　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　引用 文 献 　 HighTech　 Report　 4／94　 Daimler　 Benz
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